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〔
省

令
〕

〇
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
厚
生
労
働
三
）

J

〔
告

示
〕

〇
不
動
産
登
記
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登
記
事
務
の
指
定
に
関
す
る
件

（
法
務
一
三
）

J

〇
不
動
産
登
記
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
事
務
を
指
定
す
る
件
（
同
一
四
）

L

〇
不
動
産
登
記
規
則
附
則
第
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
指
定
に
関
す
る
件

（
同
一
五
）

O

〇
電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
登
記
所
の
指
定
に
関
す
る
件

（
同
一
六
）

〇
動
力
プ
レ
ス
機
械
構
造
規
格
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
厚
生
労
働
四
）

〇
プ
レ
ス
機
械
又
は
シ
ヤ
ー
の
安
全
装
置
構

造
規
格
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
五
）

Q

〇
厚
生
労
働
省
令
第
三
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
ス
ト
ロ
ー
ク
端
の
覆
い
等
）

第
百
八
条
の
二

事
業
者
は
、
研
削
盤
又
は
プ
レ
ー
ナ
ー
の
テ
ー
ブ
ル
、
シ
エ
ー
パ
ー
の
ラ
ム
等
の
ス
ト
ロ
ー
ク
端
が

労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
覆
い
、
囲
い
又
は
柵
を
設
け
る
等
当
該
危
険
を
防
止
す
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
二
条

削
除

第
百
三
十
一
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
安
全
装
置
」
の
下
に「（
手
払
い
式
安
全
装
置
を
除
く
。）」
を
加

え
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

プ
レ
ス
ブ
レ
ー
キ
用
レ
ー
ザ
ー
式
安
全
装
置
に
あ
つ
て
は
、
プ
レ
ス
ブ
レ
ー
キ
の
ス
ラ
イ
ド
の
速
度
を
毎
秒
十

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
当
該
速
度
で
ス
ラ
イ
ド
を
作
動
さ
せ
る
と
き
は
ス
ラ
イ
ド
を

作
動
さ
せ
る
た
め
の
操
作
部
を
操
作
し
て
い
る
間
の
み
ス
ラ
イ
ド
を
作
動
さ
せ
る
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

附
則
中
第
二
十
五
条
の
二
を
第
二
十
五
条
の
三
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
手
払
い
式
安
全
装
置
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
十
五
条
の
二

当
分
の
間
、
第
百
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分

中
「
手
払
い
式
安
全
装
置
」
と
あ
る
の
は
、「
手
払
い
式
安
全
装
置
（
ス
ト
ロ
ー
ク
長
さ
が
四
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

で
あ
つ
て
防
護
板
（
ス
ラ
イ
ド
の
作
動
中
に
手
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。）の
長
さ
（
当
該
防
護
板

の
長
さ
が
三
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
以
下
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

毎
分
ス
ト
ロ
ー
ク
数
が
百
二
十
以
下
で
あ
る
両
手
操
作
式
の
プ
レ
ス
機
械
に
使
用
す
る
場
合
を
除
く
。）」
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
十
三
号

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
の
登
記
事
務

を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
十
七
日
か
ら
効
力

を
生
ず
る
。

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日法

務
大
臣

仙
谷

由
人

登

記

所

登

記

事

務

札
幌
法
務
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
北
出
張
所

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
白
石
出
張
所

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
南
出
張
所

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
西
出
張
所

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
江
別
出
張
所

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
恵
庭
出
張
所

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
小
È
支
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
室
蘭
支
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
苫
小
牧
支
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
滝
川
支
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
倶
知
安
支
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

仙
台
法
務
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

仙
台
法
務
局
名
取
出
張
所

信
託
目
録
の
登
記
事
務

仙
台
法
務
局
石
巻
支
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

仙
台
法
務
局
塩
竈
支
局

信
託
目
録
の
登
記
事
務

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
J

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
関

係

Q
O

会
社
そ
の
他

Q
P

会
社
決
算
公
告

Q
R

˜
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